
　三菱商事は、2014年10月に女性活躍・ダイバー
シティ室を設置して以来、女性の活躍を中心とし
たダイバーシティ推進に取り組んでいます。具体的
には、女性のキャリア形成と継続のために、育児休
職からのスムーズな復帰をサポートするための託
児所の確保、個々のライフイベントを考慮し、可能
な限り計画的な海外駐在も含めたキャリアづくり
に注力し、そのために必要なサポートを実施して
います。

　また、三菱商事の人事の基本は“男女問わず、能
力と実績・貢献度に応じて適切に評価し、適時、適
材適所を実現すること”にあります。一方、女性の働
き方は一層多様になり、中でも、育児をしながら働
く女性は、時間的制約等、働く上での前提条件が大
きく異なるため、女性社員が能力を最大限に発揮
できるような、環境整備に取り組んでいます。今号
ではグローバルな舞台で活躍する女性社員の中か
ら、2人の社員をご紹介します。

　米国ロサンゼルスに本拠を置き、三菱商事の 
米国発電事業を統括するDiamond Generating 
Corporation（DGC、三菱商事100％出資）。三菱 
商事入社以来、海外電力事業畑を歩んできた若狭
聡子は、2016年に同社へ出向しました。
　若手時代にグローバル研修生※としてDGCに
派遣された経験がある若狭にとって約5年ぶりの 
米国。その間、小規模太陽光発電や蓄電などによる
分散型電源の普及・拡大といった大きな構造変化が
起こっていました。DGCはその変化を捉え、分散型
太陽光発電事業会社と電力マーケティング・トレー
ディング会社を買収、若狭はその2社の経営サポー
トの担当になりました。「出向当初は、日々のキャッ
チアップに必死でした。上司から、若狭に仕事を任
せるのは不安だと厳しい言葉を掛けられたこともあ
りました。それでも、DGCや買収先のプロ集団の中
で、自分にはどのような付加価値を生み出せるのか
を考え抜きました」。そこで若狭は、直面していた課
題に対して自分なりの仮説を立て、積極的に意見を
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※三菱商事では、原則として入社8年目までの全職員を対象に海外経験を積ま
せることとしています。海外での実務研修を主軸に、海外のビジネススクール
への派遣や世界各国の文化と言語を習得するための語学研修も含め、年間
約120名の若手社員を対象に実施しています。

分散型太陽光発電事業を展開するDGCの出資先、
Nexamp社のメンバーと（前列右から2人目が若狭）

発信し、提案することを心掛けたと言います。このよ
うな姿勢と丁寧な仕事ぶりで、若狭は徐々に信頼を
獲得していきました。「赴任して1年後、事業計画の
見直しに携わることになりました。他の社員と協力
しながら計画をつくり上げた時、上司から、よくやっ
た、この後も任せたよと言葉を掛けてもらえたのは、
うれしかったですね」。ダイナミックに変化する電力
業界に身を置く中で、若狭はこれから業界が向かう
先を見据えて仕事に臨んでいると言います。「単に業
界のプロフェッショナルになるのではなく、ビジネス
モデルを深化させ、新たなバリューチェーンを構築
すること。これこそが三菱商事の社員に求められて
いると感じています」。若狭は、担当の買収案件を完
了させ、現在、ボストンの新オフィス（DGC支店）を
舞台に、新たな挑戦を続けています。

三菱商事にとって最大の資産が「人材」です。
連結・グローバルベースでの人材育成・活躍推進（人材マネジメント）に取り組んでいる中で、
今回は「女性活躍推進」について、その考え方や取組をご紹介します。

グローバルに活躍する三菱商事の女性社員
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　オーストラリア・ブリスベンを拠点に、同国での金
属資源開発事業を担うMitsubishi Development 
Pty Ltd（MDP）。原料炭や一般炭事業の投資・運営
に加え、鉄鉱石やウランの事業開発も行う、三菱商
事100％出資の金属資源会社です。
　石原聖子は2016年にMDPへ出向し、会社管理 
コンプライアンス対応やプロジェクト・訴訟、M&A
案件の法務サポートなどを担当するチームのHead
を務めています。炭鉱操業から人事・経営まで、
MDPの法務業務は広範囲にわたる中、それでも石
原はオーストラリア人をはじめとする現地スタッフ
とのチームワークを大切に、相談しやすい雰囲気づ
くりを心掛けていると言います。
　現在、石原は6歳の子どもとブリスベンに駐在中。

「週末はできるだけ息子と一緒に過ごしています
が、仕事柄、スピードを求められる案件も多く、平日
の夜や週末に家で仕事の電話をしなければならな
い場合もあります」と言います。「でもその電話の向

三菱商事は、グローバルにあらゆる産業・ステージで
ビジネスを展開しています。そのため、性別・国籍・年
齢にとらわれず、能力や実際の功績に応じた評価をす
ることで、適時、適材適所の人材配置を行い、多様性
を維持することが持続的成長につながるという考え
が根底にあります。特に女性には、出産などのライフイ
ベントがありますが、働く意欲のある人が、個々の状況
に応じて意欲的に仕事をできる施策をとっています。

三菱商事では、男女共に、仕事と育児・介護の両
立支援のための制度は十分に整備されており、人
事評価・処遇においても公正かつ公平な運用を
進めています。今後は、多くの女性社員が更なる
キャリアアップを図れるよう、社内の各組織のマ
ネジメント層が女性社員に対し、よりチャレンジ
ングな仕事を任せていけるような風土づくりを期
待しています。
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ブリスベンの街を南北に分けるブリスベン川から
眺めた街並み。「仕事や生活に必要なものがコン
パクトに集まっていて、住民もおおらかで優しく、
子どもにもフレンドリーに接してくれるので過ごし
やすい街です」MDP50周年記念式典にてMDPの仲間と。右から2人目が石原

こう側から、子どもの声が聞こえることもあり、仕事
と子育てをごく自然に両立させている当地の仲間
から勇気をもらった気持ちになります」。
　子どもとの海外赴任に不安はあったそうですが、
赴任前にブリスベン駐在経験のある三菱商事社員
から現地の学校や生活面について説明してもらう
などのサポートもありました。また、子連れ赴任に
対する会社の支援施策や、MDPの上司や同僚たち
の仕事と育児の両立に対する理解も石原にとって
心強いものとなっています。MDPには子育て中の
社員が多く、週末には自宅に招かれたり、公園での
バーベキューに参加したりと、単身で海外赴任した
時には経験できなかった子育てを通じたネットワー
クが、石原自身の世界を広げています。「会社でもお
互いの家族のことを話題にすることで、会話が弾み
ます」と笑顔で話す石原。「海外事業投資先への出
向は貴重な機会。私の経験が、同じ立場の社員のた
めに今後少しでも役立てられたらと思っています」。

人事担当役員より 社外監査役より
仕事にも活きる、子育てを
通じて広がるネットワーク

世界でチャレンジする女性社員（2018年4月現在）

三菱商事の女性活躍推進グローバルに活躍する三菱商事の女性社員
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